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•表題（しょうわ）については
「西条小学校 6年1組 忠本  美優（ただもとみゅう）さん」の直筆です。



町の借金
（一般会計地方債残高）

町民一人あたり

17.0万円
前年度比-4億1258万円

35億4600万円

町の貯金
（一般会計基金残高）

町民一人あたり

22.7万円
前年度比+2億5677万円

47億2083万円 歳入合計
107億2945万円
歳入合計

107億2945万円
歳出合計

100億5162万円
歳出合計

100億5162万円

衛生費
・一般廃棄物収集運搬処理：8002万円
・予防接種委託：5478万円

土木費
・道水路新設改良工事：492万円
・橋りょう点検委託：988万円

教育費
・学校給食費：2億3457万円
・温水プール運営費：6152万円　

総務費
・総合行政情報システム借り上げ：3981万円
・地域力活性化交付金：2944万円

民生費
・児童支援費：2億1931万円
・重度心身障害者医療費：5548万円

国民健康保険
後期高齢者医療
介 護 保 険
介護サービス
下 水 道 事 業
渇水対策事業
合 計

自主財源は町税など
の町に入ってくるお
金で、依存財源は、国
や県などから入ってく
るお金だよ。

ほたるんに
聞いてみよう！

ミニ

ねぇねぇほたるん
自主財源と依存財源って

どう違うの？

会計名 歳入総額 歳出総額

24億2963万円

20億7103万円

2億6946万円

7192万円

105万円

固定資産税

町民税

町たばこ税

軽自動車税

入湯税

17億5138万円
1億7916万円

10億8204万円
2755万円

10億5667万円
307万円

40億9987万円

17億3273万円
1億7847万円

10億2792万円
2714万円

10億4336万円
276万円

40億1238万円

昭和町の財政状況

町税の内訳

　令
和
4
年
第
3
回
定
例
会
に
お
い
て
、当
局
よ
り
令
和
3
年
度
一
般
会
計
決
算
と
国
民
健

康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
下
水
道
事
業
・
渇
水
対
策
事
業
の

各
特
別
会
計
決
算
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、代
表
監
査
委
員
よ
り
、７
月
25
日
か
ら
8
月
5
日
ま

で
の
10
日
間
で
実
施
さ
れ
た
、令
和
3
年
度
歳
入
歳
出
決
算
審

査
の
結
果
、各
決
算
と
も
に
適
法
か
つ
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
れ
に
伴
い
設
置
さ
れ
た「
決
算
審
査
特
別
委
員
会
」に
お

い
て
、全
議
員
で
議
案
の
慎
重
審
査
を
行
い
、本
会
議
に
お
い

て
、す
べ
て
の
決
算
議
案
を
全
員
賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

令和3年度
決算審査 100億円超！100億円超！コロナ関連事業でコロナ関連事業で 歳出額歳出額

9
月
定
例
会
の
概
要
と
監
査
委
員
の
意
見

令和3年度特別会計決算 ※数値は端数調整してあります。

ワクチン接種本格化や待機児童解消への取り組みを充実

～主な使いみち～一般会計

公債費
・5億4129万円

農林水産費
・道水路改良工事：1234万円
・農業振興地域農地保全助成金：395万円

消防費
・甲府地区広域行政事務組合負担金：2億7145万円
・消防団員報酬：394万円

財 政 力 指 数
経常収支比率
実質公債費比率

項　目 数　値 前年度比
1.128
81.9%
8.9%

-0.061ポイント
-5.2ポイント
+0.6ポイント

財政力の強弱を示す指標。1を下回ると交付税措置の対象となる。
財政の弾力性を示す指標。数値が高くなると財政の自由度が低くなる。
公債費による財政負担の程度を示す指標。25%を超えると地方債の発行に制限がかかる。

説　明

依存財源
（36.5%） 自主財源

（63.5%）

適
法
か
つ
適
正
に
執
行

財
政
面
も
健
全

小林  一（こばやし はじめ）代表監査委員

※数値は端数調整しています。

高齢者・障がい者福祉や
保育所、児童手当などに要
するお金

民生費
37億6700万円
（37.5%）

シルバー人材センターの
委託料や町の貯金（基金）
に積み立てるお金など

その他
14億4857万円
（14.4%）

農業振興などに要するお金

農林水産業費
5411万円
（0.5%）

議会運営に要するお金

議会費
8105万円
（0.8%）

消防の運営や防災無線の
管理などに要するお金

消防費
2億9752万円
（3.0%）

庁舎管理や地域振興など
に要するお金

総務費
10億6189万円
（10.6%）

道路整備や河川清掃など
に要するお金

土木費
8億7055万円
（8.7%）

予防接種、健診、ごみ処理
などに要するお金

衛生費
7億8949万円
（7.8%）

町の借金（町債）の返済に
充てるお金

公債費
5億4129万円
（5.4%）

住民税、軽自動車税など町
民のみなさんから納めら
れるお金

町税
48億4309万円
（45.1%）

国などから借り入れるお金

町債（借入金）
9200万円
（0.9%）

県からの補助金など使いみ
ちが特定されているお金

県支出金
7億1290万円
（6.7%）

貯金（基金）を切り崩した
お金

繰入金
10億1732万円
（9.5%）

学校給食費として保護者
のみなさんから納められ
るお金など

分担金・負担金
1億710万円
（1.0%）

国からの補助金など使いみ
ちが特定されているお金

国庫支出金
21億9318万円
（20.4%）

譲与税及び交付金
9億2336万円
（8.6%）

消費税など税収の一部を
国から町に譲与・交付され
るお金

諸収入 他
2億9352万円
（2.7%）

ふるさと納税の寄附金など

使用料・手数料
5436万円
（0.5%）

施設使用料や各種証明書
発行手数料など

繰越金
4億9262万円
（4.6%）

会計年度が終了して前年
度から持ち越されたお金

学校運営や教材購入など
に要するお金

教育費
11億4015万円
（11.3%）
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決算の審査っていうのは昨年度にどれくらいお金が入ってきて、それをどんなことに
使ったのかを詳しく確認することなんだよ。監査委員や議員が町の担当者から説明を
聞いて、このお金の使い方は正しかったのか、もう少し上手に使えたんじゃないかと
かを厳しい目で判断・指摘するんだ。この決算の審査をしっかりすることで、昨年度の
お金の使い方を改めて振り返ることができるし、来年度以降の事業でお金を効率的
に使うことにつながるんだよ。

ほたるんに聞いてみよう！
ねぇねぇほたるん、今回の議会だよりでは「決算」について
たくさん書かれているけど、決算の審査ってそんなに大事なの？

同意

承認

可決

可決

可決

可決

適任

採択
・
可決

認定

詳細は11月末更新予定のHPの会議録をご覧ください

9月定例会で決まったこと
　令和4年9月定例会は、9月1日から9月16日まで16日間の会期で開催しました。同意1案件、承認関係1案件、条例関係3
案件、令和4年度一般会計及び特別会計補正予算関係7案件、令和3年度決算の認定関係7案件、諮問関係1案件、請願1案
件、議提1案件の計22案件を審議しました。

案件名 内  容 審議結果

専決処分の承認を求める件
（令和4年度昭和町一般会計補正予算）

住民税非課税世帯等に対する子育て世帯等臨時特別支援事業
給付金、及び山梨県生活困窮世帯緊急生活支援金の支給に伴う
歳入歳出の増額補正

昭和町職員の育児休業等に関する条例中改
正の件

人事院規則の改正による、国家公務員への措置に準じて、育児
休業・介護休暇等の取得要件の緩和等を進めることに伴う条例
改正

昭和町議会議員及び昭和町長の選挙におけ
る選挙運動の公費負担に関する条例中改正
の件

公職選挙法施行令の一部改正により、一部経費に係る限度額の
引き上げを行うことに伴う条例改正

昭和町重度心身障害者医療費助成金の支給
に関する条例及び昭和町ひとり親家庭医療費
助成金の支給に関する条例中改正の件

昭和町子育て医療助成金事業の助成対象児童の年齢が、令和4
年10月1日から満15歳から満18歳までに変更することに伴い、
助成対象年齢を満18歳に変更するための条例改正

令和3年度昭和町一般会計及び特別会計歳入
歳出決算の認定を求める件（7案件）

令和3年度の一般会計、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保
険、介護サービス、下水道事業、及び渇水対策事業特別会計歳
入歳出決算の認定

令和4年度昭和町一般会計及び特別会計補正
予算（7案件）

令和４年度の一般会計、国民健康保険、後期高齢者医療、介護保
険、介護サービス、下水道事業、及び渇水対策事業特別会計補
正予算

※石原高明議員は議長のため、採決には加わっていません。

加配定数を維持した上での小学校３５人学級
の実施、中学校での３５人学級の早期実施、教
職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度
拡充を図るための請願及び意見書

加配定数を維持しつつ、教職員を増員しての小中学校３５人学
級の実施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度の拡
充を求める請願及び意見書

昭和町監査委員の選任（再任）
任期満了に伴う昭和町監査委員の選任
（西条一区／小林　一氏）

こばやし はじめ

人権擁護委員候補者の推薦（再任）
任期満了に伴う人権擁護委員候補者の推薦
（押越区／海野　武仁氏）

うみ  の たけ ひと

河
住
委
員
　
町
営
常
永
団

地
の
外
装
ク
ラ
ッ
ク
調
査
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

都
市
整
備
課
長
　
町
営
常

永
団
地
Ａ
棟
の
壁
の
ひ
び
割

れ
か
ら
茶
色
の
水
が
垂
れ
た

跡
が
あ
り
、調
査
し
た
も
の

だ
が
、調
査
の
結
果
、ひ
び
割

れ
は
鉄
筋
ま
で
は
進
行
し
て

い
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、壁
に
多
数
の
ひ
び

割
れ
が
あ
る
た
め
、来
年
度
、

町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画

更
新
と
併
せ
て
修
繕
方
法
を

検
討
す
る
。

堀
委
員
　
上
水
道
の
使
用
料

デ
ー
タ
負
担
金
を
甲
府
市
と

甲
斐
市
に
支
払
っ
て
い
る
が
、

中
央
市
への
支
払
い
は
。

下
水
道
課
長
　
使
用
料
デ
ー

タ
負
担
金
は
下
水
道
使
用
料

を
賦
課
す
る
た
め
に
、水
道

管
理
者
か
ら
の
デ
ー
タ
提
供

に
係
る
負
担
金
で
あ
る
。昭

和
町
は
上
水
道
を
所
有
し
て

お
ら
ず
、ほ
と
ん
ど
の
下
水
道

供
用
開
始
区
域
は
甲
府
市
の

上
水
道
で
一
部
の
地
域
で
甲

斐
市
の
上
水
道
を
使
用
し
て

い
る
が
、中
央
市
の
上
水
道
を

使
用
し
て
い
る
区
域
は
な
い
。

河
住
委
員
　
障
が
い
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
穂
の
か
の
昭

和
町
民
の
利
用
率
は
妥
当

か
。

9
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

質
問
は
要
約

さ
れ
て
い
ま
す

議
会
だ
よ
り
で
は
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、審
議
し
た
議
案
や
質
問・答
弁
の
内
容

を
要
約
し
て
載
せ
て
い
ま
す
。会
議
の
内
容
は
、会
議
録
に
詳
細
に
記
録
さ
れ

て
お
り
、ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

容
に
つ
い
て
、検
討
し
て
い
き

た
い
。

海
野
委
員
　
昭
和
町
の
教
育

費
に
占
め
る
児
童
１
人
あ
た

り
の
費
用
は
年
間
約
10
万
円

で
あ
る
が
、甲
府
市
へ
の
児
童

委
託
料
は
約
16
万
円
で
あ

る
。そ
の
理
由
は
。

学
校
教
育
課
長
　
甲
府
市
の

担
当
に
よ
る
と
、市
内
の
小

学
校
数
は
25
校
あ
り
、昭
和

町
の
約
８
倍
で
あ
る
。古
い
校

舎
が
多
く
修
繕
費
が
か
か
る

こ
と
や
、温
暖
化
対
策
と
し

て
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し

た
こ
と
な
ど
が
あ
り
、こ
れ
ら

の
費
用
を
児
童
数
で
割
っ
て

い
る
た
め
委
託
料
が
高
く
な

って
い
る
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

外
装
ク
ラ
ッ
ク
調
査
と
は

　
ま
た
、今
後
利
用
率
を
ど

う
や
って
上
げ
て
い
く
の
か
。

福
祉
介
護
課
長
　
穂
の
か
は

中
央
市
と
共
同
で
設
置
を
し

て
い
る
が
、中
央
市
は
合
併
前

は
田
富・玉
穂・豊
富
の
3
町

村
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、人
口
の

構
成
比
率
か
ら
見
て
妥
当
だ

と
思
う
。

　
し
か
し
、昭
和
町
に
住
む

障
害
者
手
帳
保
持
者
が
増

加
し
て
い
る
の
で
、利
用
率
向

上
の
た
め
に
も
、今
後
も
広

報
等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

堀
委
員
　
父
子
世
帯
食
事

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、母
子
世

帯
か
ら
は
不
公
平
を
感
じ
る

と
い
う
声
は
な
い
の
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
今
の
と

こ
ろ
そ
の
よ
う
な
声
は
聞
い

て
い
な
い
。

　
今
後
、名
称
や
サ
ー
ビ
ス
内

長
田
委
員
　
交
通
安
全
対

策
費
の
不
用
額
が
40
万
円
程

あ
る
が
、こ
れ
だ
け
あ
れ
ば

白
線
設
置
工
事
が
約
１
㎞
で

き
る
。交
通
安
全
対
策
の
た

め
に
も
執
行
す
べ
き
だ
っ
た
と

思
う
が
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長
　
指
摘
の
と

お
り
白
線
設
置
工
事
に
十
分

使
え
る
額
で
あ
る
。毎
年
計

画
的
に
年
度
内
に
予
算
が
執

行
で
き
る
よ
う
建
設
課
と
企

画
財
政
課
で
協
議
を
し
て
い

る
が
、今
後
は
よ
り
計
画
的

に
執
行
し
て
い
く
。

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

町営常永団地のひび割れ

途中で消えている白線

決
算
審
査
特
別
委
員
会

中
央
市
へ
の
負
担
金
は

穂
の
か
の
利
用
率
は

不
公
平
感
の
声
は

委
託
料
が
高
額
な
理
由
は

計
画
的
な
予
算
執
行
を

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
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9
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

9
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）

長
田
委
員
　
甲
府
市
か
ら

灌
漑
用
補
償
井
戸
な
ど
の
譲

渡
を
受
け
る
覚
書
を
締
結
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、買
い
取
り

価
格
は
坪
単
価
で
い
く
ら

か
。

　
ま
た
不
要
と
な
っ
た
井
戸

は
ど
う
す
る
の
か
。

環
境
経
済
課
長
　
ポ
ン
プ
な

ど
関
係
施
設
の
減
価
償
却
も

含
め
計
算
し
て
い
る
た
め
、坪

単
価
で
は
示
せ
な
い
が
、総
額

で
約
１
４
０
０
万
円
を
予
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、昨
年
行
っ
た
水
田
へ

の
水
の
供
給
調
査
の
結
果
、

不
要
と
判
断
し
た
井
戸
は
５

箇
所
あ
り
、全
て
甲
府
市
に

所
有
権
が
あ
る
。こ
れ
ら
の

井
戸
は
令
和
６
年
ま
で
に
甲

府
市
で
撤
去
工
事
を
行
う
。

金
丸
委
員
　
野
菜
等
を
育

て
る
際
、個
人・農
家
問
わ
ず

利
用
さ
れ
る
マ
ル
チ
だ
が
、従

来
の
ポ
リ
マ
ル
チ
と
違
い
、土

壌
中
の
微
生
物
に
分
解
さ

れ
、廃
プ
ラ
処
理
が
不
要
な

生
分
解
性
マ
ル
チ
に
対
し
て

助
成
金
を
出
し
て
は
ど
う

か
。

環
境
経
済
課
長
　
農
業
に

対
す
る
補
助
事
業
の
要
望
に

つい
て
農
業
研
究
会
で
伺
っ
た

小
林
議
員
　
河
西
区
の
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
の

工
事
請
負
費
４
４
０
万
円
は

当
初
予
算
で
は
計
上
で
き
な

か
っ
た
の
か
。

環
境
経
済
課
長
　
区
か
ら

要
望
さ
れ
た
の
が
８
月
で

あ
っ
た
た
め
、補
正
予
算
で
の

対
応
と
な
っ
た
。ま
た
、こ
の

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は

諏
訪
神
社
の
横
に
あ
り
、公

園
が
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
が
砂
利
と
ガ
ラ
ス
を

間
違
え
て
け
が
を
す
る
可
能

性
も
あ
る
た
め
、早
急
な
対

応
が
必
要
と
判
断
し
た
。

と
こ
ろ
、同
様
の
要
望
が
出
さ

れ
た
。

　
生
分
解
性
マ
ル
チ
を
含
め
、

農
業
研
究
会
で
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

河
田
委
員
　
小
児
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は

ど
う
か
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
小
児

（
5
歳
〜
11
歳
）の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
令
和
４
年
３
月
か
ら

順
次
進
め
て
お
り
、一
人
が
３

週
間
の
間
隔
を
あ
け
て
２
回

接
種
を
行
って
い
る
。

　
８
月
末
時
点
で
は
１
６
８

１
人
の
対
象
者
に
対
し
て
、４

３
０
人
が
２
回
接
種
済
み
で
、

平
均
接
種
率
は
２
５.
６
％
と

な
っ
て
い
る
。全
国
の
平
均
接

種
率
は
平
均
１
９.
８
％
、県

内
平
均
は
２
０.
６
％
で
あ

り
、本
町
の
方
が
若
干
高
い

状
況
に
あ
る
。

河
田
委
員
　
本
町
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
は
ど

う
な
って
い
る
か
。　

　
ま
た
、各
区
へ
出
向
き
取

得
促
進
を
し
て
い
る
が
状
況

は
。

町
民
窓
口
課
長
　
本
町
で
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

率
は
７
月
末
時
点
で
４
２.

９
％
で
あ
る
。

　
区
へ
の
出
張
申
請
に
つい
て

は
、こ
れ
ま
で
６
地
区
が
終
わ

り
、19
名
の
方
に
申
請
を
し

て
い
た
だ
い
た
。今
後
は
残
り

６
地
区
の
公
会
堂
に
出
向

き
、取
得
の
促
進
を
し
て
い

く
。

畑で使用されるマルチ（ポリエチレンフィルム）

リサイクルステーション

水
源
対
策
特
別
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

補
償
井
戸
の
買
取
価
格
は

生
分
解
性
マ
ル
チ
の
助
成
は

小
児
の
接
種
状
況
は

な
ぜ
補
正
で
の
対
応
な
の
か

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
普
及
率
は

河
住
委
員
　
本
町
の
ふ
る
さ

と
納
税
返
礼
品
ラ
ン
キ
ン
グ

で
上
位
を
占
め
て
い
る
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
、

返
礼
品
で
使
え
な
く
な
る
と

の
こ
と
だ
が
詳
し
く
説
明

を
。

総
務
課
長
　
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
な
ど
は
昭
和
町
の
地

場
産
品
で
は
な
い
が
、県
全

体
で
使
え
る
共
通
返
礼
品

だ
っ
た
。し
か
し
、令
和
４
年

度
か
ら
は
共
通
返
礼
品
か
ら

外
さ
れ
、本
町
の
返
礼
品
と

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
って

し
ま
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
県
全
体
に

関
係
す
る
も
の
や
新
規
開
発

品
は
共
通
返
礼
品
に
で
き
る

よ
う
県
に
要
望
し
た
。

海
野
議
員
　
本
町
で
は
議
会

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

し
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
行
って
い

る
が
、当
局
は
紙
の
資
料
を

使
っ
て
い
る
。事
務
の
合
理
化

や
脱
炭
素
社
会
の
た
め
に
も

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
早
く
対
応

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
課
長
　
職
員
間
で
は
デ

ス
ク
ネ
ッ
ツ
の
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
や
回
覧
板
な
ど
の
機

能
を
使
い
、紙
を
減
ら
す
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

て
の
授
業
が
計
画
通
り
に
実

施
で
き
た
。低
学
年
の
児
童

が
使
用
す
る
際
、プ
ー
ル
の
深

さ
が
心
配
さ
れ
た
が
、底
上

げ
器
具
を
使
用
す
る
こ
と
で

問
題
は
な
か
っ
た
。現
在
、課

題
を
ま
と
め
て
い
る
が
、円
滑

に
実
施
で
き
良
好
で
あ
っ
た
。

石
原（
政
）議
員
　
現
在
、町

内
の
小
学
校
で
の
欠
席
等

は
、届
出
用
紙
を
使
用
し
、登

校
班
の
班
長
が
学
校
に
提
出

し
て
い
る
。

　
９
月
か
ら
中
学
校
で
は

G
o
o
g
l
e
フ
ォ
ー
ム
に
よ

る
届
け
出
を
導
入
し
て
い

る
。保
護
者
の
利
便
性
、児
童

の
負
担
軽
減
な
ど
の
面
か
ら

も
、同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
係
長
　
中
学
生
の

保
護
者
が
学
校
に
送
っ
た
届

出
の
履
歴
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、早
朝
に
送
信
さ
れ
た
ケ
ー

　
ま
た
、タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に

つ
い
て
は
現
在
導
入
は
予
定

し
て
い
な
い
が
、今
後
の
課
題

と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

石
原（
政
）議
員
　
町
民
か

ら
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ

ウ
ン
ト
を
開
設
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
が
あ
る
が
計
画

は
。

企
画
財
政
課
長
　
無
料
通

信
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
を
活
用
し
た
町

民
向
け
の
情
報
発
信
を
検
討

し
て
い
る
。現
在
、費
用
を
精

査
し
て
い
る
が
、12
月
議
会
に

補
正
予
算
を
計
上
し
た
い
。

樋
口
委
員
　
今
年
度
、押
原

小
学
校
で
は
、民
間
の
プ
ー
ル

を
使
用
し
て
授
業
を
行
っ
て

い
る
が
、状
況
と
課
題
は
。

教
育
長
　
屋
内
プ
ー
ル
の
た

め
、天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、全

ス
が
多
く
、中
に
は
夜
の
ケ
ー

ス
も
あ
っ
た
。導
入
か
ら
日
が

浅
い
た
め
、デ
ジ
タ
ル
化
の
メ

リ
ッ
ト
、デ
メ
リ
ッ
ト
の
検
証

は
で
き
て
い
な
い
が
、働
き
方

改
革
や
教
育
的
効
果
を
総

合
的
に
判
断
し
、各
小
学
校

の
方
針
を
尊
重
し
な
が
ら
導

入
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

タブレット端末

小学校で使う届出用紙

地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

返
礼
品
か
ら
の
除
外
と
は

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
へ
の
転
換
は

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設
を

民
間
プ
ー
ル
で
の
授
業
は

欠
席
届
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

（委員：対象委員会所属議員　議員：傍聴議員）
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

42
万
円
の
費
用
で
更
新
し
た
。

交
通
安
全
対
策
費
で
は
、

1
6
3
2
万
円
を
支
出
し
た
。

　昭
和
通
り
と
ア
ル
プ
ス
通
り

を
結
ぶ
町
道
30
号
線
が
全
面
開

通
し
、
便
利
に
な
っ
た
反
面
、

通
勤
や
帰
宅
時
間
帯
の
交
通
量

が
増
え
、
昭
和
通
り
と
の
交
差

点
付
近
の
交
通
渋
滞
は
酷
く

な
っ
た
。
こ
の
状
況
に
町
は
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
町
道
30
号
線
と
県
道
昭
和
通

り
交
差
点
を
起
点
と
す
る
交
通

渋
滞
が
、
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯

に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
交
通
渋

滞
の
解
消
に
向
け
、
ま
ず
は
交

通
量
調
査
を
実
施
し
状
況
を
把

握
し
て
、
交
差
点
改
良
や
信
号

機
制
御
の
変
更
な
ど
も
含
め
た

様
々
な
方
法
を
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
交
通
渋
滞
の
解

消
を
目
指
す
よ
う
に
努
め
る
。

石原　政信 議員
い し は ら ま さ の ぶ

け
て
い
る
事
業
者
支
援
」
な
ど 

6
つ
の
使
い
道
を
設
け
て
募
集

を
行
っ
て
い
る
。

　
寄
附
額
を
増
や
す
た
め
の
推

進
策
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
魅

力
を
P
R
し
、
賛
同
し
て
も
ら

え
る
事
業
を
増
や
し
な
が
ら
、

返
礼
品
数
の
拡
充
に
努
め
、
掲

載
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
増

や
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
今
年
度
は
全
国
販
売

さ
れ
る
雑
誌
へ
の
広
告
掲
載
な

ど
も
行
い
、
本
町
の
魅
力
あ
る

返
礼
品
を
全
国
に
P
R
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
事
業
を
推
進
し
て

い
く
。

一般質問の内容は議会事務局及び11月末更新のHP会議録からも閲覧できます ▶▶▶

※質問・答弁はスペースの都合上、要約されています。

Q ふるさと納税の寄附額を
増やすための政策は？
A 返礼品の拡充を図り、

全国に広くPRしていく

施策を問う施策を問う施策を問う ここが聞きたい

　ふ
る
さ
と
納
税
は
自
治
体
の

魅
力
を
全
国
に
P
R
で
き
る

一
方
、
自
治
体
間
で
寄
附
者
の

争
奪
戦
が
激
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
競
争
に
負
け
な
い
制
度
活

用
が
課
題
と
い
え
る
。

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
3
年
度

ま
で
の
寄
附
額
の
実
績
、
寄
附

金
の
使
い
み
ち
、
お
よ
び
寄
附

額
を
増
や
す
た
め
の
政
策
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
3
年
度
ま

で
の
寄
附
額
の
実
績
は
、
返
礼

品
の
増
加
に
よ
り
、
令
和
元
年

度
に
72
万
5
千
円
だ
っ
た
寄
附

額
は
、
令
和
2
年
度
に
は 

2
8
9
6
万
5
千
円
、
令
和
3

年
度
に
は
1
億
8
4
3
2
万
3

千
円
と
大
き
く
伸
び
た
。

　
ま
た
寄
附
の
使
い
道
に
つ
い

て
は
、
寄
附
さ
れ
る
方
の
意
志

が
反
映
し
や
す
い
よ
う
に
、
項

目
の
新
設
や
名
称
の
変
更
を
重

ね
、
一
昨
年
か
ら
は
「
町
制
施

行
50
周
年
に
関
連
す
る
事
業
」

を
、
ま
た
昨
年
は
町
内
事
業
者

支
援
と
し
て
実
施
し
た
「
事
業

継
続
応
援
金
」「
3
活
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
商
品
券
事
業
」
の
財

源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
い
る
町
内
事
業

者
を
支
援
す
る
事
業
」
を
新
設

し
、
そ
の
事
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
全
国
各
地
か
ら
多
く
の

寄
附
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
さ
ら
に
使
い

道
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た

め
、「
子
育
て
支
援
・
教
育
環

境
の
充
実
に
関
連
す
る
事
業
」、

「
誰
も
が
安
心
し
て
、
健
康
に

生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
関

連
す
る
事
業
」、こ
の
ほ
か
「
地

域
経
済
の
活
性
化
に
関
連
す
る

事
業
」
や
特
に
指
定
が
な
い
方

の
た
め
に
「
町
長
に
お
任
せ
」、

こ
れ
ま
で
の
「
50
周
年
関
連
」

と
「
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

石
原

町
長

総
務
課
長

再
質
問

海野　豊 議員
う み の ゆたか

　町
長
は
施
策
の
4
つ
の
柱
の

一
つ
に
「
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
本

町
の
犯
罪
発
生
率
と
交
通
事
故

発
生
率
は
高
い
。
令
和
3
年
の

町
内
の
犯
罪
件
数
と
交
通
事
故

件
数
、
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策

の
支
出
額
と
今
後
の
取
り
組
み

を
聞
き
た
い
。

　
近
年
、
犯
罪
件
数
及
び
交
通

事
故
発
生
件
数
は
減
少
し
て
い

る
が
、
依
然
、
高
い
状
況
で
あ

る
。
町
内
の
公
共
施
設
、学
校
、

児
童
館
、
公
園
等
に
は
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
が
、
公

共
施
設
以
外
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
つ
い
て
は
課
題
を
整

理
し
、
関
係
機
関
と
の
協
議
を

行
い
検
討
を
進
め
る
。
ま
た
自

転
車
ツ
ー
ロ
ッ
ク
の
推
奨
等
、

他
の
自
治
体
の
先
進
事
例
等
を

研
究
し
、
新
た
な
防
犯
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
交
通
事
故
発
生
率
は
、
令
和

3
年
で
は
県
内
で
2
番
目
に
高

い
状
況
で
あ
る
。
交
通
事
故
を

起
こ
し
た
方
の
半
数
以
上
は
町

外
の
方
だ
が
、
引
き
続
き
対
策

が
必
要
だ
と
考
え
る
。
今
後
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
要
望
が

あ
る
信
号
機
や
横
断
歩
道
の
設

置
、
ま
た
路
面
標
示
や
停
止
線

等
交
通
規
制
標
示
に
関
し
て

は
、
引
き
続
き
南
甲
府
警
察
署

な
ど
関
係
機
関
に
働
き
か
け
を

し
て
い
く
。

　
ま
た
、道
路
管
理
者
と
し
て
、

海
野

町
長

町
長

Q 町内の防犯対策、交通安全対策は？

A 公共施設以外への防犯カメラ設置などを検討していく

町
が
対
処
す
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
設
置
、
道
路
外
側
線
の
引
き

直
し
等
は
各
区
と
学
校
か
ら
の

要
望
等
を
お
聴
き
す
る
中
で
早

急
に
対
処
す
る
。

　
町
内
の
令
和
3
年
中
の
犯
罪

発
生
件
数
は
1
6
4
件
。
交
通

事
故
件
数
は
1
1
8
件
。
本
町

の
場
合
8
割
以
上
が
窃
盗
犯

で
、
そ
の
約
半
数
が
自
転
車
等

の
窃
盗
が
占
め
て
お
り
、
そ
の

ほ
か
に
万
引
き
、
車
上
狙
い
等

が
あ
る
。
対
策
費
用
等
に
つ
い

て
、
令
和
3
年
度
支
出
額
は
防

犯
対
策
で
は
、
L
E
D
防
犯
灯

3
2
0
万
円
や
防
犯
カ
メ
ラ
の

借
上
げ
63
万
円
が
主
な
も
の
。

令
和
4
年
度
に
は
、
常
永
ゆ
め

広
場
に
も
防
犯
カ
メ
ラ
2
台
を

企
画
財
政
課
長

学校周辺の消えた路面標示

Q
交
差
点
付
近
の

渋
滞
緩
和
対
策
は
？

海
野

A
検
証
を
行
い
、

渋
滞
解
消
策
に

取
り
組
む

　町
民
が
町
外
に
寄
附
を
行

い
、
税
額
控
除
で
減
収
と
な
っ

た
金
額
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

　
令
和
３
年
中
に
町
民
が
他

市
町
村
に
寄
附
し
た
実
績
に

基
づ
く
町
民
税
の
控
除
は
約

6
3
0
0
万
円
で
、
こ
れ
は
令

和
4
年
度
の
本
町
の
税
収
減
と

な
る
。

寄附
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う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
地
場
産

業
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
一
朝

一
夕
で
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
。

　
し
か
し
な
が
ら
本
町
に
は
二

つ
の
工
業
団
地
が
あ
り
、
い
ず

れ
も
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
。

　
ま
た
町
内
の
大
型
商
業
施
設

に
は
、
町
外
か
ら
も
多
く
の
買

い
物
客
が
集
ま
り
、
地
域
の
核

と
な
っ
て
、
周
辺
地
域
や
沿
道

に
も
小
売
店
や
飲
食
店
が
多
数

出
店
さ
れ
る
な
ど
、
相
乗
効
果

と
も
い
え
る
発
展
を
見
せ
て
お

り
、
本
町
の
大
き
な
魅
力
で
あ

る
と
い
え
る
。

　
先
人
の
皆
様
方
の
ご
努
力
に

よ
り
、
優
良
企
業
の
誘
致
に
成

功
し
、
ま
た
土
地
区
画
整
理
事

業
等
に
よ
り
住
環
境
の
整
備
や

商
業
施
設
の
誘
致
を
進
め
て
き

た
成
果
と
し
て
、
定
住
人
口
や

交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が

り
、
町
民
の
皆
様
か
ら
住
み
や

す
い
ま
ち
と
し
て
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
本
町
の
魅
力
と
成

果
を
最
大
限
活
か
し
つ
つ
、
商

工
会
と
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
に

お
け
る
返
礼
品
の
開
発
へ
の
支

援
に
加
え
、
新
た
な
取
組
に
対

河住　保茂 議員
か わ す み や す し げ

堀　門太 議員
ほ り も ん た

　本
町
が
「
豊
か
な
町
」
と
呼

ば
れ
る
一
因
と
し
て
、
２
つ
の

工
業
団
地
と
２
つ
の
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
持

つ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ

の
度
、
南
ア
ル
プ
ス
市
に
大
型

商
業
施
設
が
誘
致
さ
れ
る
と
の

報
道
が
あ
っ
た
。

　こ
れ
に
よ
り
人
の
流
れ
が
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
確
固

た
る
地
場
産
業
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
町
長
の
考
え
を
聞
き
た

い
。

　
地
場
産
業
を
育
て
て
町
お
こ

し
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
と
い

堀

堀

町
長

Q 本気のまちおこしを！

A 町の魅力と成果を最大限生かしながら、
さらに活力あるまちづくりに努める

し
て
も
支
援
・
協
力
を
行
う
な

ど
、
町
の
魅
力
発
信
と
に
ぎ
わ

い
と
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

努
め
て
い
く
。

　こ
の
不
安
定
な
時
代
、
工
業

団
地
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
が
未
来
永
劫
に
渡
っ
て
本

町
に
存
在
す
る
保
証
は
な
い
。

　考
え
た
く
は
な
い
が
良
く
な

い
こ
と
も
想
定
し
て
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
誘
致
に
成

功
し
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
今
の
う
ち
に
、

本
町
の
地
場
産
業
を
育
て
る
必

要
が
あ
る
。

は
イ
ベ
ン
ト
を
「
い
ー
な
と
う

ぶ
昭
和
」
で
開
催
し
た
ほ
か
、

果
実
・
野
菜
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会

で
も
講
習
会
を
実
施
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　「
い
ー
な
と
う
ぶ
昭
和
」
に

併
設
さ
れ
て
い
る
施
設
で
は
、

肥
料
等
の
購
入
者
に
対
し
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
行
い
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
町

内
か
ら
の
出
荷
者
も
わ
ず
か
で

は
あ
る
が
増
加
し
て
お
り
、 

収

穫
の
喜
び
を
販
売
と
い
う
形
で

も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
今
後
も
申
し
合
わ
せ
事
項
の

農
業
振
興
の
目
指
す
姿
の
実
現

に
向
け
て
、
引
き
続
き
「
い
ー

な
と
う
ぶ
昭
和
」
と
連
携
・
協

力
し
て
い
く
。

　「い
ー
な
と
う
ぶ
昭
和
」
へ

の
出
荷
者
の
出
荷
手
数
料
は
一

律
15
％
と
い
う
こ
と
だ
が
、
収

入
の
少
な
い
人
だ
け
で
も
少
し

免
除
す
る
方
向
で
考
え
て
は
ど

う
か
。

　
手
数
料
に
つ
い
て
は
町
が
文

書
で
既
に
農
協
に
依
頼
し
た

　本
町
と
中
巨
摩
東
部
農
業
協

同
組
合
と
の
農
産
物
等
の
直
売

所
建
設
に
関
す
る
協
定
に
は
、

「
連
携
協
力
事
項
」
や
「
直
売

所
建
設
の
目
的
」「
町
の
農
業

振
興
の
目
指
す
姿
」「
直
売
所

運
営
協
議
会
の
設
置
」
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　こ
れ
ら
の
事
項
の
実
施
状
況

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
本
町
の
農
業
形
態
は
兼
業
農

家
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
が
進
ん
で
い
る
。

　
ま
た
農
振
農
用
地
の
除
外
に

よ
り
住
宅
建
設
を
行
う
開
発
が

増
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町

で
は
農
業
委
員
会
が
毎
年
行
っ

て
い
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結

果
に
基
づ
き
、
農
地
所
有
者
の

利
用
の
意
向
を
調
査
し
、
農
地

の
貸
し
借
り
等
の
あ
っ
せ
ん
に

も
つ
な
げ
、
不
耕
作
地
の
解
消

と
増
加
の
抑
制
に
努
め
て
い

る
。

　
農
協
に
お
い
て
は
平
成
31
年

に
中
巨
摩
東
部
農
協
か
ら
山
梨

み
ら
い
農
協
へ
と
組
織
体
制
の

変
更
等
が
あ
っ
た
。

　「
い
ー
な
と
う
ぶ
昭
和
」
に

は
中
央
市
に
配
置
さ
れ
た
営
農

指
導
員
が
中
央
市
と
昭
和
町
を

併
せ
て
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
今
後
は
県
の
普

及
セ
ン
タ
ー
に
も
協
力
を
求

め
、
営
農
指
導
に
あ
た
っ
て
も

ら
う
こ
と
も
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
連
携
事
業
に
関
し
て

は
、
商
工
会
や
一
坪
農
園
の
利

用
者
と
の
連
携
の
実
現
に
向
け

て
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
直
売
所
運
営
協
議
会
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
こ
こ
3
年
ほ
ど
開
催

さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
し
落
ち

着
い
た
状
況
に
あ
っ
た
6
月
に

河
住

町
長

Q 昭和町と農協との直売所建設に関する
協定内容の実施状況は？
A 町内の出荷者はわずかではあるが増えている

が
、
み
ら
い
農
協
管
内
の
直
売

所
は
す
べ
て
一
律
の
手
数
料
で

設
定
し
て
あ
り
、
昭
和
町
だ
け

変
更
す
る
の
は
難
し
い
と
の
回

答
だ
っ
た
。
町
と
し
て
は
何
か

で
き
る
こ
と
が
な
い
か
検
討
し

て
い
き
た
い
。

環
境
経
済
課
長

再
質
問

いーなとうぶ昭和

　農
業
で
も
、
加
工
業
で
も
、

観
光
業
で
も
、
何
で
も
良
い
の

で
、
本
町
と
い
え
ば
コ
レ
だ
と

い
う
物
を
造
ら
な
い
と
、50
年
、

１
０
０
年
先
の
昭
和
町
民
が
苦

し
む
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　種
を
撒
か
な
い
こ
と
に
は
芽

は
出
な
い
、何
も
始
ま
ら
な
い
。

「
町
お
こ
し
委
員
会
」
を
立
ち

上
げ
て
本
気
で
取
り
組
ん
で
欲

し
い
。
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を
過
大
・
過
小
評
価
す
る
こ
と

な
く
、
冷
静
に
行
動
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い

言
葉
で
引
き
続
き
広
報
す
る
と

と
も
に
、
夜
間
に
河
川
の
水
位

が
上
昇
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
場
合
は
、
明
る
い
時
間
帯
の

う
ち
か
ら
避
難
を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
早
め
の
情
報
発
信
に
努

め
て
い
く
。

効
果
も
期
待
し
て
い
る
。

　
ス
ー
パ
ー
で
の
レ
ジ
袋
の
有

料
化
に
よ
り
、
使
い
捨
て
し
な

い
た
め
の
取
り
組
み
は
一
層
加

速
し
、
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し

て
の
買
い
物
は
一
般
的
に
な
っ

て
き
た
と
感
じ
て
い
る
。

　
資
源
物
を
捨
て
な
い
こ
と
や

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
状
態
で
分

別
収
集
す
る
に
は
、
行
政
の
取

組
だ
け
で
は
な
く
、
町
民
の
皆

様
の
意
識
や
マ
ナ
ー
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
部
分
を
占
め
て
い

る
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
取

り
組
み
は
、
社
会
全
体
に
求
め

ら
れ
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続

き
環
境
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
姿
勢
を
明
ら
か
に
で
き
る

よ
う
環
境
施
策
の
充
実
に
努

め
、
宣
言
の
発
出
に
向
け
た
準

備
の
た
め
、情
報
収
集
や
調
査
・

研
究
を
行
っ
て
い
く
。

　プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る

海
洋
汚
染
問
題
は
喫
緊
の
課
題

だ
。
行
政
と
住
民
が
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
削
減
の
た
め
の

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
宣

言
」
を
し
、
お
互
い
に
意
識
を

高
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
こ
こ
3
年
は
意
識
啓
発
の
た

め
の
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
状

況
で
は
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
は「
マ
イ
バ
ッ
ク
」や「
マ

イ
は
し
」
の
作
成
等
を
行
い
、

使
い
捨
て
を
し
な
い
意
識
の
醸

成
を
図
っ
て
き
た
。

　
ま
た
学
校
を
通
じ
て
環
境
副

読
本
の
配
布
や
分
別
収
集
・
分

別
現
場
の
視
察
な
ど
の
環
境
教

育
も
行
い
、
小
学
生
の
う
ち
か

ら
環
境
問
題
を
意
識
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
家
庭
で
の
波
及

田中　博愛 議員
ひ ろ よ した な か

　令
和
4
年
4
月
か
ら
施
行

さ
れ
た
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
促
進
法
」
の
市
町
村
の
分

別
収
集
・
再
商
品
化
に
つ
い
て
、

現
段
階
で
は
努
力
義
義
務
と

な
っ
て
い
る
が
、
将
来
的
に
は

再
資
源
化
を
目
的
と
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
の
分
別
収
集
も

視
野
に
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
町
長
の
見
解
は
。

　
今
般
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
促
進
法
の
施
行
に
よ
り
、

町
に
は
こ
れ
ま
で
の
分
別
収
集

に
加
え
、
玩
具
等
包
装
容
器
以

外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
全
般

に
つ
い
て
も
分
別
収
集
の
努
力

義
務
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る

が
、
事
業
者
の
取
り
組
み
に
よ

り
製
品
化
や
流
通
す
る
段
階
で

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
量
の
削

減
に
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
だ
。

町
と
し
て
は
ま
ず
手
始
め
に
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
を
目
的

と
し
て
、
紙
ス
ト
ロ
ー
を
導
入

し
た
事
業
者
へ
の
購
入
費
助
成

制
度
を
創
設
し
、
広
報
、
周
知

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
、
法
に
基
づ
く
仕
組
み

づ
く
り
に
向
け
検
証
を
行
い
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
分
別
収

集
に
つ
い
て
も
準
備
が
整
っ
た

段
階
で
実
施
し
て
い
く
。

　紙
ス
ト
ロ
ー
へ
の
助
成
制
度

は
今
年
度
中
に
施
行
に
な
る
の

か
、
対
象
者
は
町
内
全
般
の
事

業
者
に
な
る
の
か
。

　
早
け
れ
ば
９
月
中
、
遅
く
と

も
10
月
中
に
は
周
知
を
開
始
す

る
。
町
内
で
商
売
を
行
っ
て
い

る
事
業
者
ど
な
た
で
も
申
請
で

き
る
。

河
田

町
長

町
長

Q プラスチック製品の
再資源化に向けた分別収集の強化を！
A プラスチックの削減に向け、

紙ストロー購入費助成制度を実施する

環
境
経
済
課
長

河田　あけみ 議員
か わ だ

再
質
問

　町
は
災
害
時
に
お
け
る
浸
水

表
示
看
板
を
避
難
す
る
際
の
目

安
に
な
る
よ
う
、
最
近
、
町
内

の
電
柱
に
設
置
し
た
が
、
大
雨

に
な
り
河
川
が
増
水
し
、
浸
水

被
害
が
切
迫
し
た
際
に
は
、
他

に
ど
の
よ
う
な
避
難
対
策
を
講

じ
る
の
か
聞
き
た
い
。

　
町
で
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
よ
る
想
定
浸
水
深
を
可
視

化
し
、
釜
無
川
が
氾
濫
し
た
場

合
に
想
定
さ
れ
る
浸
水
深
を
表

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
災

害
に
対
す
る
備
え
を
町
民
の
皆

様
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今

年
度
、
順
次
町
内
の
電
柱
に
想

定
浸
水
深
表
示
板
を
設
置
し
、

8
月
末
に
は
町
内
63
か
所
へ
の

設
置
が
完
了
し
た
。

　
こ
の
表
示
板
に
つ
い
て
は
議

会
か
ら
も
設
置
に
つ
い
て
提
言

を
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
今
後

は
洪
水
災
害
時
に
町
民
の
皆
様

が
避
難
す
る
時
の
目
安
に
も
な

る
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　
洪
水
災
害
が
切
迫
し
た
際
に

ど
の
よ
う
な
避
難
対
策
を
講
じ

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
大
雨
に

よ
る
洪
水
災
害
は
、
地
震
災
害

の
よ
う
に
突
然
発
生
す
る
も
の

で
は
な
く
、
防
災
情
報
や
気
象

情
報
等
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め

避
難
準
備
等
の
対
策
を
講
じ
る

こ
と
が
で
き
る
災
害
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
町
で
は
災
害
時
に
自
ら
の
命

を
守
る
た
め
に
必
要
な
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
「
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」、「
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
全
戸
配
布
し
て

い
る
。

　
ま
た
広
報
昭
和
8
月
号
に
お

い
て
も
2
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、

2
階
以
上
へ
の
垂
直
避
難
等
、

洪
水
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

掲
載
し
て
い
る
。

　
町
民
の
皆
様
が
災
害
リ
ス
ク

田
中

町
長

Q 大雨時の避難対策は？

A わかりやすい広報、早めの情報発信に努める

Q
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
ゼ
ロ
宣
言
」で

意
識
高
揚
を
！

河
田

A
宣
言
の
発
出
に

向
け
て
調
査
、

研
究
を
行
っ
て
い
く

想定浸水深表示板

やまなし 議会だよりしょうわ No.195
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

薬袋　義久 議員
み な い よ し ひ さ

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と

等
し
い
教
育
環
境
の
整
備
・
充

実
の
た
め
、
ほ
た
る
學
舎
の
開

校
、
子
ど
も
教
室
の
拡
充
を
し

た
。

　
ま
た
常
永
小
・
押
原
中
の
増

築
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

へ
対
応
す
る
た
め
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
有
効
活
用
、 

I
C
T

教
育
を
推
進
し
て
き
た
。

　「
社
会
福
祉
の
充
実
」
で
は
、

個
別
セ
ン
タ
ー
健
診
の
導
入
や

介
護
予
防
事
業
の
拡
充
、
福
祉

介
護
課
と
子
育
て
支
援
課
の
新

設
な
ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
た
。

　「
地
域
経
済
の
発
展
」
で
は
、

地
域
社
会
を
支
え
る
小
規
模
事

業
者
や
都
市
近
郊
型
農
業
者
へ

の
支
援
を
強
化
し
、
念
願
だ
っ

た
町
道
30
号
線
の
開
通
、
昭
和

玉
穂
中
央
通
り
線
及
び
町
道

1
2
4
号
線
の
整
備
着
手
な
ど

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
と

と
も
に
、
開
発
許
可
基
準
に
関

す
る
条
例
改
正
に
よ
る
宅
地
開

発
の
推
進
が
、
町
の
人
口
増
加

に
つ
な
が
っ
た
。

　「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」
で
は
、
防
災
士
の
資
格
取

得
の
支
援
、
浸
水
深
表
示
の
設

置
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
強
化

長田　信夫 議員
お さ だ の ぶ お

　駅
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自
転

車
は
、
所
定
の
期
間
が
経
過
す

る
と
所
有
権
が
自
治
体
に
帰
属

さ
れ
る
。

　こ
の
放
置
自
転
車
に
つ
い

て
、
税
金
を
使
っ
て
廃
棄
処
分

す
る
よ
り
も
整
備
等
を
し
た
う

え
で
、売
却
や
部
品
の
再
利
用
、

ま
た
は
発
展
途
上
国
へ
の
譲
与

を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
き
て

い
る
。

　ま
た
本
町
の
第
6
次
総
合
計

画
な
ど
に
お
い
て
も
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
る

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
放
置

自
転
車
の
売
却
・
譲
与
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
。

　
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て

は
大
量
生
産
・
大
量
消
費
に
よ

り
、
日
本
は
目
覚
ま
し
い
経
済

発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

　
と
こ
ろ
が
現
在
で
は
異
常
気

象
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
地
球

温
暖
化
に
よ
る
影
響
が
世
界
各

地
で
猛
威
を
振
る
う
よ
う
に
な

り
、
環
境
問
題
か
ら
そ
の
方
向

性
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
本
町
で
も
、
地
球
温
暖
化
防

止
実
行
計
画
を
策
定
し
、
温
室

効
果
が
あ
る
二
酸
化
炭
素
排
出

の
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
2
0
2
0
年

に
は
中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組

合
の
構
成
市
町
が
共
同
で
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を

行
い
、
2
0
5
0
年
の
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
そ
の
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
廃
棄
さ
れ
た
自
転
車
の
処
理

に
関
し
て
は
、
粗
大
ゴ
ミ
と
し

て
出
さ
れ
た
も
の
は
そ
の
日
の

う
ち
に
、
ま
た
町
内
に
あ
る
2

つ
の
駅
前
の
駐
輪
場
に
放
置
さ

れ
た
も
の
は
、
撤
去
の
告
知
を

長
田

町
長

Q 放置自転車の売却、譲与を！

A 売却を含め、より良い方法での
リサイクルを検討する

行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
放
置

さ
れ
て
い
る
場
合
、
半
年
間
保

管
し
た
の
ち
に
業
者
に
引
き
取

り
を
依
頼
し
て
い
る
。

　
引
き
取
ら
れ
た
自
転
車
は
、

ア
ル
ミ
や
ス
チ
ー
ル
な
ど
金
属

の
種
類
ご
と
に
分
別
さ
れ
、
さ

ら
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
新
た

な
製
品
に
姿
を
変
え
、
再
び
市

場
に
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
今
後
、
売
却
を
含
め
て
議
員

が
例
と
し
て
提
示
さ
れ
た
よ
う

な
方
法
に
つ
い
て
も
情
報
収
集

を
行
い
、
よ
り
良
い
方
法
で
の

リ
サ
イ
ク
ル
が
で
き
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

を
図
る
と
と
も
に
、
防
犯
力
も

高
め
て
き
た
。 

　
さ
ら
に
今
、
本
町
が
進
め
て

い
る
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い

て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効

に
活
用
し
、
町
民
の
皆
様
の
利

便
性
・
安
全
性
、
そ
し
て
満
足

度
の
向
上
を
図
る
計
画
的
な
施

設
整
備
が
急
務
で
あ
る
。
皆
様

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
方
針
を
定
め
、
再
編
を
進

め
て
い
く
。

　
次
期
町
長
選
へ
の
出
馬
の
要

請
も
多
く
の
団
体
か
ら
い
た
だ

き
、身
が
引
き
締
ま
る
思
い
だ
。

　
残
さ
れ
た
任
期
を
全
う
し
た

う
え
で
、「
豊
か
な
ま
ち
の
誇

り
を
次
の
半
世
紀
へ
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
掲
げ
、
50
年
後
の
本

町
の
明
る
い
未
来
を
見
据
え
、

2
期
目
の
町
政
執
行
を
目
指
す

所
存
で
あ
る
。

　
山
積
す
る
重
要
な
課
題
一
つ

一
つ
に
丁
寧
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
取
り
組
む
と
も
に
、

4
つ
の
柱
に
基
づ
く
取
り
組
み

も
継
続
し
、
さ
ら
な
る
町
民
福

祉
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
れ
る
よ
う
、
町
政
運
営
に
全

身
全
霊
を
傾
け
て
い
く
。

　塩
澤
町
長
は
「
豊
か
な
ま
ち

の
誇
り
を
次
の
半
世
紀
へ
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
や
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
。
本

町
の
こ
れ
か
ら
の
50
年
を
見
据

え
、
課
題
を
解
決
し
て
い
く
に

は
、
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
問
題
解
決
に
取
り
組
む
塩

澤
町
長
の
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。

　次
の
半
世
紀
を
見
据
え
た
町

政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、

町
民
か
ら
の
出
馬
要
請
に
ど
の

よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
。

　
私
は
平
成
31
年
2
月
、
多
く

の
町
民
の
皆
様
か
ら
町
政
運
営

を
託
さ
れ
、
こ
の
歴
史
と
伝
統

あ
る
昭
和
町
を
次
の
半
世
紀
へ

向
け
て
持
続
的
に
発
展
さ
せ
、

町
民
の
皆
様
か
ら
「
住
ん
で
よ

か
っ
た
」「
こ
の
ま
ま
住
み
続

け
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
就
任
1
期
目
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
か

ら
始
ま
り
、
私
は
町
民
の
皆
様

の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を

第
一
に
考
え
、
子
育
て
世
帯
な

ど
へ
の
給
付
金
事
業
、
町
内
事

業
者
の
事
業
継
続
を
応
援
す
る

給
付
金
事
業
、
さ
ら
に
「
3
活

商
品
券
事
業
」
の
展
開
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
体
制
整
備
な
ど
、

必
要
な
支
援
を
的
確
か
つ
迅
速

に
実
行
し
て
き
た
。

　
ま
た
す
べ
て
の
町
民
の
皆
様

が
暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
で
き

る
町
と
す
る
た
め
「
教
育
環
境

の
充
実
」「
社
会
福
祉
の
充
実
」

「
地
域
経
済
の
発
展
」「
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
4
つ

の
柱
に
沿
っ
て
町
政
運
営
を
進

め
て
き
た
。

　「
教
育
環
境
の
充
実
」
で
は
、

薬
袋

町
長

Q 次の半世紀を見据えた町政運営を！

A 町民福祉と町民サービス向上のために
全身全霊を傾けていく

駅利用者の自転車回収された放置自転車
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議会・委員会活動報告

追跡追跡 あの質問はどうなった？あの質問はどうなった？
追
跡

本町の公共施設は中央公民館を筆頭にいずれの施設も劣化が進んでいる。今後、老朽化した
公共施設をどのように再編していくのか。問
令和4年4月に総務課に新たに「総合戦略推進監」を設置し、公共施設の再編等の重要課題に
ついて重点的に取り組んでいる。また、昨年予定していた（仮称）「公共施設のあり方検討会」
は新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、延期となったが、町民の皆様からご意見をい
ただくことができるよう開催方法、開催時期などを検討していく。

答

令和4年8月18日・19日・21日に昭和町地域交流センターにおいて、町の公共施設の再編に関して、町民か
ら直接意見を聞き、方針を定めることを目的とした「公共施設のあり方検討会」が開催された。

老朽化した公共施設をどう再編していくのか？ 令和3年6月議会
田中 博愛 議員 ほか多数

こうなった

議員の質問に、町当局がその後どのように対応し、どうなっているかを追跡・検証してみました。

議会だよりしょうわNo.194について、こんな意見をいただきました。（一部掲載）

昭和町議会では、議会モニターのみなさんに議会だよりに関してのアンケートへご協力をいただいています。今回は「議会だより 
しょうわNo.194」について、議会モニターのみなさんからいただいた貴重なご意見等をいくつかご紹介させていただきます。

「議会だより しょうわ」を
読んでみて モニターさんからの意見集

「報酬等審議会の開催を要請」について
● 議員報酬がなぜ話題になっているのかから、今後どうなっていくのかまでがわ
かりやすく説明されており良かった。今後も注視していきたい。
● 以前にも議員報酬が少ないと書いた。全国の中で低い水準なら、昭和町と同じ
規模の自治体を調べ、そこの議員報酬と比較し、それを根拠にしたらどうか。
「一般質問」について
● 線状降水帯等、雨の降り方が変化している現在、鎌田川及び釜無川の氾濫が
想定されている。過日のNHKの番組の中で役場担当者が浸水想定の高さの表
示を電柱に行っているとの話があり、進捗状況とともに関心があった。
● 議員が町のどのような問題に着目しているかに興味があった。食費の高騰に伴
う学校給食への影響や老朽化した公共施設の再編等、町民も気にしている内容
が多かった。
「委員会活動報告」について
● 押原公園防災倉庫等の防災備品の管理がどのように行われているのか関心が
あった。災害が発生した場合、十分に活用できるよう、議会でも検討してほしい。
● 備蓄品（テントや食料など）の写真が載っていればもっとよかった。
その他
● SNSの書き込みができるようにしてほしい。
● 写真や絵が各所に使われており楽しかった。

情報の多さ

読みやすさ

内容の満足度

A.多すぎる  B.少し多い  C.ちょうどいい
D.少し足りない  E.少なすぎる

A.非常に満足している  B.満足している  C.普通
D.あまり満足していない  E.全く満足していない

A.非常に読みやすい  B.読みやすい  C.普通
D.少し読みにくい  E.非常に読みにくい

A B C D E

2人3人
0

A B

00

00

C D E

0

3人2人

A B

00
C D E

0
5人

0

通信簿議会だより

　令和４年７月５日、近隣自治体の子育て支援拠点の状況を確認するた
め、中央市子育て支援センター、中央市立れんげ児童館及び放課後児
童クラブ「また あした」を視察しました。
　中央市子育て支援センター及び中央市立れんげ児童館は旧玉穂庁
舎を改装し、１階を子育て支援センター、２階を児童館として整備され
た複合施設であり、視察に訪れた日も１階のプレイルームなどでは多く
の親子が利用していました。利用者からは近くに広々として、便利な施
設ができて嬉しいなどの声を聞くことができました。
　また、放課後児童クラブ「また あした」では、学校帰りの多くの児童
が来ており、視察に訪れた時間が宿題の時間であったため、みんな机
に向かって静かに学習していました。

産業厚生
常任委員会

中央市子育て支援センター

放課後児童クラブ「また あした」

中央市の子育て支援拠点施設を視察

　令和４年８月２８日、町の総合防災訓練終了後、議員及び議会事務局
で議会防災訓練を行いました。
　今年の防災訓練は全議員に配布されているタブレット端末やスマホ
のビデオ通話機能を利用し、リモートで実施しました。発災時に西条・
押原・常永の各地区に議員がいる状況を想定し、現場の被災状況をビ
デオ通話機能を使い、リアルタイムで災害対策本部に報告しました。
　リモートで災害対策本部と中継を結ぶことにより、緊急性の高い被
災箇所や被災者の情報を即座に伝えられることは大きなメリットとな
るので、今後とも訓練を重ねていきます。

タブレットを使った中継

反省点などを全員で意見交換

議会リモート防災訓練を実施
昭和町議会

町民も利用する中央公民館の和室▶

▼
5
日（
火
）

  

● 

産
業
厚
生
常
任
委
員
会
視
察

  

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
11
日（
月
）

  

● 

県
後
期
高
齢
者
医
療

   

広
域
連
合
議
会
臨
時
会

▼
12
日（
火
）

  

● 

町
村
議
会
広
報
研
修
会

▼
13
日（
水
）

  

● 

国
中
6
町
議
会
議
員
研
修
会

▼
25
日（
月
）〜
29
日（
金
）

  

● 

決
算
審
査

▼
29
日（
金
）

  

● 

甲
府
地
区
広
域
行
政

  

事
務
組
合
議
会
臨
時
会

▼
1
日（
月
）〜
5
日（
金
）

  

● 

決
算
審
査

▼
8
日（
月
）

  

● 

山
梨
県
広
報
協
会
総
会

▼
10
日（
水
）

  

● 

全
員
協
議
会

▼
23
日（
火
）

  

● 

山
梨
学
院
大
学
と
の
調
印
式

▼
25
日（
木
）

  

● 

全
員
協
議
会

  

● 

議
会
運
営
委
員
会

  

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
28
日（
日
）

  

● 

議
会
防
災
訓
練

▼
1
日（
木
）〜
16
日（
金
）

  

● 

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会

  （
9
月
議
会
）

▼
16
日（
金
）

  

● 

広
報
編
集
常
任
委
員
会

▼
21
日（
水
）

  

● 

中
巨
摩
地
区
広
域

　事
務
組
合
議
会
定
例
会

 

● 

山
梨
学
院
大
学
研
修
会

▼
22
日（
木
）

  

● 

全
員
協
議
会

  

● 

秋
の
交
通
安
全
運
動

　街
頭
指
導

議
会
の
動
き（
一
部
掲
載
）

7
月

8
月

9
月

◀昭和町議会の全日程表はこちら
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No.195
（この号）を
読んでください

ヒント

【あて先】
●〒409-3880 昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX:055-275-0370
●メール
gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp
《しめきり》 11月末日 消印有効

【応募方法】
①クイズの答え  ②住所  ③氏名（ふりがな）
④年齢  ⑤議会だよりを読んだ感想
を記入して、はがき・FAXまたはメールにてお送り
ください。議会だよりへの要望・意見等もありまし
たら、お願いいたします。

正解者の中から抽選で5名の方に図書カードをお送りいたします。

No.194に
対する

次の問いに答えてください。
令和3年度の歳出額は
コロナ関連事業で○○○億円超！Q

メールに移動報酬等No.194のクイズの答え

見やすく、分かりやすい。

ハガキにて（44歳・女性）

ご意見をいただいた方には個別に回答させていただいています。
字体は手書き風書体に変更してあります。

会
議

TOPICS

昭和町議会に女性が1人しかいらっしゃらな
いことに驚きました。女性目線から子育てのこ
と、教育のこと、盛り上げていける町になってほ
しいと思いました!

メールにて（31歳・女性）

久しぶりに読みましたが、町の動向等、意外と
知らないことが知れて勉強になりました。

メールにて（26歳・男性）

昭和町議会の報酬が19年間変わっていないということがありまし
たが、我が家では、夫の給料はだんだん減るばかりです。定年ま
であと2年。退職金も減ってきているので、早期退職するかどうか
考えています。民間は、コロナ禍で満足な手当てはもらっていないの
ではないでしょうか。今はとにかく我慢の時期だと思っています。

メールにて（63歳・女性）

コロナ禍が続くなかで、さまざまな価格の高騰に悩まされてきました。
食品の値上げで給食費も上がるのではないか?と不安に思っていた
ので、今回の議会だよりを読んで給食費の改定は考えていないとの
答えに安心しました。大変かと思いますが、維持をお願いします。

メールにて（39歳・女性）

昭和町議会は７月１３日に南部町で開催された国中６町
議会議員研修会に参加しました。研修会では長崎幸太郎
山梨県知事の講演を聴き、その後、意見交換会が行われ
ました。

国
中
6
町
議
会

議
員
研
修

８月２３日、山梨学院大学のキャンパス内において、山梨学
院大学と昭和町議会の連携協定に関する調印式が開催
されました。山梨学院大学の青山貴子学長と当議会の
石原高明議長が出席し、連携協定が締結されました。

山
梨
学
院
大
学
と
の

連
携
協
定
締
結

　監
査
委
員
と
は
、
地
方
自
治
法
で
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
自
治
体
が
行
う
事
業
に

お
い
て
、
お
金
が
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

調
査
す
る
機
関
で
す
。

　今
回
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
定
期
監
査
及
び

令
和
4
年
6
月
か
ら
8
月
に
行
わ
れ
た
例
月

現
金
出
納
検
査
（
検
査
対
象
月
は
令
和
4
年

5
月
か
ら
7
月
）
に
お
い
て
、
監
査
委
員
か

ら
昭
和
町
の
会
計
管
理
者
（
出
納
室
長
）
へ
さ

れ
た
質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

　令
和
4
年
7
月
25
日
か
ら
8
月
5
日
に
か

け
て
、
令
和
3
年
度
の
決
算
内
容
の
審
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　資
料
に
基
づ
き
各
担
当
課
長
等
に
説
明
を
求

め
審
査
し
た
結
果
、
各
担
当
課
・
各
学
校
と
も

に
決
算
は
適
正
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、
問
題
な

く
終
了
し
ま
し
た
。

委

　員
：
献
立
を
作
成
し
、
食
材
を
発

注
す
る
際
、
業
者
の
決
定
は
誰
が
行
う

の
か
。
ま
た
、
届
い
た
食
材
の
確
認
は

何
名
で
行
う
の
か
。

セ
ン
タ
ー
長
：
栄
養
教
諭
が
案
を
作
成

し
、
所
長
が
決
め
て
い
る
。
内
容
確
認

は
2
人
で
行
っ
て
い
る
が
、
ア
レ
ル

ギ
ー
関
連
の
食
材
は
ア
レ
ル
ギ
ー
担
当

栄
養
士
が
行
っ
て
い
る
。

委

　員
：
各
学
校
へ
の
給
食
配
送
業
務

委
託
の
契
約
方
法
は
。
ま
た
、
昨
年
度

の
委
託
料
と
比
較
し
、
倍
近
い
金
額
だ

が
な
ぜ
か
。

セ
ン
タ
ー
長
：
随
意
契
約
で
あ
る
。
昨

年
度
契
約
し
て
い
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
急
遽
事
業
か
ら
撤
退
し
た
た

め
、
県
内
で
実
績
が
あ
り
対
応
可
能
な

事
業
者
で
検
討
し
契
約
を
結
ん
だ
。
ま

た
、
委
託
料
は
上
が
っ
た
が
、
以
前
か

か
っ
て
い
た
被
服
費
・
消
耗
品
費
等
は

事
業
者
負
担
と
な
っ
た
。

【
5
月
分
】

委

　員
：
病
児
病
後
児
保
育
事
業
相
互

利
用
負
担
金
と
は
何
か
。

管
理
者
：
町
外
の
病
児
病
後
児
が
町
内

の
病
児
病
後
児
施
設
を
利
用
し
た
場
合

に
当
該
市
町
村
か
ら
支
払
わ
れ
る
負
担

金
。

委

　員
：
小
規
模
事
業
者
持
続
的
発
展

支
援
補
助
金
が
3
件
あ
る
が
内
容
は
。

管
理
者
：
ふ
る
さ
と
納
税
対
応
品
の
開

発
等
を
行
っ
た
場
合
の
補
助
金
。
1

か
ん
さ
の
部
屋

委員：監査委員　管理者：会計管理者

議会選出監査委員

林  和仁
はやし       かず    ひと

代表監査委員

小林　一
こばやし             はじめ

給
食
セ
ン
タ
ー
定
期
監
査

例
月
現
金
出
納
検
査

監
査
委
員
と
は

令
和
3
年
度
決
算
審
査

山梨学院大学との研修会山梨学院大学との研修会
テーマ

開催日

令和4年9月21日（水）
午後3時30分～午後5時

通年議会について
講 師
大正大学社会共生学部

江藤　俊昭教授

え とう とし あき

内 容
　議会の役割の根幹は「住民自治の向上」である。これを実現するためには、
定例会や臨時会の期間のみ活動するのではなく、通年（1年間）や通任期（4
年間）で目標を立てて活動する「政策サイクルの
展開」が必要である。
　通年議会とは、１年間を活動期間とする会期
制度であり、いつでも議会や委員会を開けるなど
の点で、この政策サイクルの展開と相性が良い。
　研修では、通年議会を導入している先進議会
の現状や導入過程などを学んだ上で、今後の昭
和町議会のあり方について意見を交わした。

件
あ
た
り
50
万
円
支
払
っ
て
い
る
。

【
6
月
分
】

委

　員
：
前
年
度
繰
越
金
に
つ
い
て
、

予
算
で
は
3
0
0
0
万
円
の
と
こ
ろ
、

収
入
実
績
は
6
億
6
0
0
0
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

管
理
者
：
当
初
予
算
作
成
時
点
で
は
繰

越
金
の
金
額
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
仮

で
の
予
算
計
上
と
な
っ
て
い
た
た
め
。

9
月
補
正
で
予
算
を
増
額
計
上
す
る
。

委

　員
：
議
会
費
3
8
7
万
円
の
減

額
補
正
の
内
容
は
。

管
理
者
：
議
員
に
1
名
欠
員
が
生
じ

た
た
め
、
報
酬
等
を
減
額
し
た
も
の
。

当
初
予
算
で
は
1
年
分
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
た
め
減
額
し
た
。

【
7
月
分
】

委

　員
：
押
原
中
学
校
、
関
東
・
全
国

大
会
参
加
補
助
金
に
つ
い
て
は
全
額
補

助
か
。

管
理
者
：
町
費
で
の
全
額
補
助
で
あ
る
。

委

　員
：
本
年
度
の
対
象
種
目
と
人
数

は
。

管
理
者
：
種
目
は
水
泳
・
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
等
11
種
目
。
人
数
は
生
徒
85
名
、
教

員
19
名
。
9
月
に
は
吹
奏
楽
の
コ
ン

ク
ー
ル
が
あ
る
た
め
、
ま
だ
増
え
る
と

思
わ
れ
る
。
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議員は選挙区内の人（法人、その
他の団体を含む）に対してお金や
物を贈ったり、年賀状等のあいさ
つ状を出したりすることを禁止され
ています。また、有権者が議員に
対して寄附を求めることも禁止さ
れていますので、皆さまのご理解
をお願いいたします。

■
 発
　
行

山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
409-3880
山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越

542-2

■
 編
　
集

広
報
編
集
常
任
委
員
会

印
刷
 株
式
会
社
サ
ン
ニ
チ
印
刷

■
 発
行
人

議
長
 石
原
　
高
明

　

T
E

L.055-275-8842 （
直
通
）

T
E

L.055-275-2111 （
代
）

FA
X

.055-275-0370

議
会
だ
よ
り

し
ょ
う
わ

No.

2
0

2
2

.10
.27

195

青空と緑と産業のまち「昭和町」に住む
皆様にご意見・ご感想を伺いました。

Vol.58

西
条
新
田
区

い
ち
か
わ

ち

ほ

さ
ん

市
川

　千
穂

☎275-8842（議会事務局）
【お問い合わせ】

議会を

　 傍聴

12月1日（木）
開催予定です

しませんか

次回定例会は
??

広報編集
常任委員会

長
田

　信
夫

石
原

　政
信

金
丸

　富
一

堀

　
　門
太

小
林

　耐
三

海
野

　
　豊

委
員
長

副
委
員
長

委

　
　員

住んでみて

飯
喰
区

さ
ん

野
澤

　弘
樹

の   

ざ
わ

ひ
ろ   

き

　私
は
結
婚
を
機
に
昭
和
町
に
住
み
は
じ
め
、
22
年

程
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
3
人
に
も
恵
ま
れ
、
子
育

て
を
す
る
上
で
、
と
て
も
優
遇
さ
れ
て
い
る
町
で
あ

る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
か
ら
は

子
育
て
支
援
医
療
費
の
助
成
も
18
歳
ま
で
拡
大
さ
れ

る
事
に
な
り
、
高
校
生
の
い
る
我
が
家
に
と
っ
て
も
、

と
て
も
有
り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
の
家
の
近
く
に
は
鎌
田
川
が
流
れ
、
田
園
が
広

が
り
、
遠
く
に
は
雄
大
な
富
士
山
。
初
夏
に
は
カ
エ

ル
の
合
唱
が
聞
こ
え
、
川
で
は
魚
や
野
鳥
な
ど
も
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
自
然
豊
か
な
環
境
が
あ
る
一
方
で

近
く
に
は
大
型
商
業
施
設
、
医
療
機
関
も
充
実
し
て

お
り
、
生
活
す
る
上
で
不
便
を
感
じ
る
事
も
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
開
発
が
進
み
、
農
地
が
減
少
し
て
い

る
の
は
少
し
寂
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　小
さ
く
て
も
豊
か
な
町
。
自
然
豊
か
で
暮
ら
し
や

す
い
昭
和
町
を
、
子
ど
も
達
に
も
引
き
継
ぎ
、
さ
ら

に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
町

　祖
母
の
生
ま
れ
た
町
、
昭
和
町
に
住
居
を
構
え
約
8

年
が
経
ち
、
そ
の
間
に
家
族
も
増
え
ま
し
た
。

　正
直
、夫
婦
で
暮
ら
し
て
い
る
時
は
「
近
場
に
も
色
々

な
お
店
が
あ
っ
て
便
利
だ
な
」
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
生
活
ス
タ
イ

ル
が
変
化
す
る
と
、
改
め
て
昭
和
町
の
良
さ
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
自
然
豊
か
な
公
園
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
で
も
散
歩
し
や
す
い
歩
道
や
道
路
、
商
業
施

設
に
は
広
い
ト
イ
レ
と
ベ
ビ
ー
ル
ー
ム
。
当
た
り
前
の

よ
う
で
決
し
て
当
た
り
前
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
今

は
子
ど
も
も
小
さ
く
、
周
り
も
子
育
て
世
代
が
多
い
で

す
が
、
い
ず
れ
子
ど
も
も
巣
立
ち
夫
婦
も
歳
を
と
り
ま

す
。
そ
の
時
に
も
今
の
よ
う
に
「
生
活
が
し
や
す
い
町
、

昭
和
」
で
あ
る
た
め
に
は
、
ど
の
年
代
に
と
っ
て
も
住

み
や
す
く
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
町
作
り
を
進
め
て
い
く
事

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　い
つ
の
時
代
も
子
育
て
世
代
か
ら
高
齢
世
代
ま
で
あ

ら
ゆ
る
世
代
が
笑
顔
で
過
ご
せ
る
、
そ
ん
な
活
気
溢
れ

る
昭
和
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

変
わ
り
続
け
る
町
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